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「
Ｘ
」ブ
ラ
ン
ド
に
込
め
た
想
い

　
ヤ
マ
ハ
モ
ー
タ
ー
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

は
１
９
８
５
年
に
初
代
電
動
ホ
ー
ス
レ

イ
ヤ
ー
を
発
売
し
て
以
降
、消
防
組
織

か
ら
依
頼
を
受
け
て
製
品
を
開
発
す
る

受
託
を
中
心
に
消
防
事
業
を
続
け
て
き

た
。そ
の
同
社
が
、消
防
士
た
ち
に
信
頼

度
の
高
い
製
品
を
提
供
し
、ユ
ー
ザ
ー
の

求
め
る
製
品
を
生
み
出
し
て
い
く
た
め
、

消
防
事
業
40
周
年
を
迎
え
た
２
０
２
５

年
に『
Ｘ（
ク
ロ
ス
）』ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち

上
げ
た
。

 

「
信
号
連
絡
機
能
付
可
搬
式
投
光
器

『
Ｘ
︲
Ｂ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｒ 

Ｌ
Ｅ
Ｄ
』や
電
動

ア
シ
ス
ト
ホ
ー
ス
カ
ー
『
Ｘ
︲
Ｑ
Ｕ
Ｉ
Ｃ

Ｋ
Ｅ
Ｒ
』の
製
品
名
に
も
使
用
し
て
い
る

〝
Ｘ
〟を
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
に
採
用
し

消防事業40周年を迎えた
ヤマハモーターエンジニアリングの新展開！

ブランド誕生

ま
し
た
。
Ｘ
に
は〝
未
知
な
る
も
の
〟と

い
う
意
味
や
、掛
け
算
の
乗
算
記
号
に

も
見
え
る
こ
と
か
ら〝
相
乗
効
果
を
生

み
出
し
新
た
な
価
値
を
作
る
〟と
い
っ
た

意
味
を
込
め
て
い
ま
す
」（
秋
本
）

 『
Ｘ
︲
Ｂ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｒ 

Ｌ
Ｅ
Ｄ
』は
様
々

な
消
防
組
織
の
声
を
聞
い
て
開
発
・
製

造
し
た
製
品
。こ
れ
ま
で
は
型
式
番
号

の
み
の
製
品
展
開
だ
っ
た
と
こ
ろ
を『
Ｘ

︲
Ｂ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｒ 

Ｌ
Ｅ
Ｄ
』と
い
う
製

品
名
を
付
け
て
発
売
し
た
、同
社
に
と
っ

て
転
機
と
な
っ
た
製
品
だ
。

 

「
Ｘ
︲
Ｂ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｒ 

Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
発
売

す
る
際
に
、〝
闇
を
切
り
裂
く
、頼
れ
る

相
棒
!!
〟と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
付

け
ま
し
た
。こ
の
製
品
が
、使
用
す
る
隊

員
の
バ
デ
ィ
と
な
れ
る
よ
う
に
、信
頼
し

て
使
用
で
き
る
製
品
に
な
る
よ
う
に
開

2025年に消防製品の開発・製造・販売事業が
40周年を迎えたヤマハモーターエンジニアリン
グ株式会社が、信号連絡機能付可搬式投光器

『X-BUSTER LED』と電動アシストホースカー
『X-QUICKER』に用いられている“X”を前面に
打ち出し、新たに『X』ブランドを立ち上げた。

写真◎伊藤久巳（特記を除く）

ヤマハモーターエンジニアリングは、
2025年に消防事業40周年目を迎える
にあたり、長年のご愛顧に感謝するとと
もに、あらたに「 X（クロス）」ブランドを
掲げ、消防の最前線で活躍するHEROの

「もうひとりのバディ」 として、地域社
会の未来の笑顔を生み出すために、消
防活動を技術でサポートします。

Xブランドとは 発
し
た
こ
と
が
理
由
で
す
。
隊
員
の
方

の
声
を
基
に
使
い
勝
手
の
良
さ
や
使
用

感
を
追
究
し
て
、バ
デ
ィ
と
思
っ
て
も
ら

え
る
製
品
に
し
よ
う
と
作
り
上
げ
ま
し

た
。Ｘ
︲
Ｑ
Ｕ
Ｉ
Ｃ
Ｋ
Ｅ
Ｒ
も
同
様
の
想

い
で
開
発
し
、厳
し
く
緊
迫
し
た
現
場
で

も
迅
速
・
確
実
な
活
動
が
で
き
る
製
品

を
目
指
し
ま
し
た
。
当
社
の
消
防
製
品

に
対
し
て『
Ｘ
ブ
ラ
ン
ド
の
製
品
な
ら
ど

ん
な
状
況
で
も
安
心
し
て
使
え
る
』と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、Ｘ
を
前
面

に
出
し
た
ブ
ラ
ン
ド
展
開
を
し
よ
う
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」（
市
川
）

　
モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル
を
始
め
、ヤ
マ
ハ

発
動
機
グ
ル
ー
プ
の
技
術
・
開
発
を
担

う
ヤ
マ
ハ
モ
ー
タ
ー
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

が
、人
と
資
機
材
の
境
界
線
を
な
く
し
、

消
防
隊
員
の
真
の
バ
ディ
と
な
る
も
の
づ

く
り
を
実
現
す
る
た
め
、こ
れ
か
ら
は
消

防
製
品
を『
Ｘ
ブ
ラ
ン
ド
』と
し
て
展
開

し
て
い
く
。

初代電動ホースレイヤーE028 消防用投光器E030 乗用ホースレイヤーセロー250 赤バイE050 乗用ホースレイヤーLED投光器「X-BUSTER LED」電動アシストホースカー「X-QUICKER」
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ヤマハモーターエンジニアリング
株式会社
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事業企画推進部 事業グループ

市川真弓

ヤ
マ
ハ
モ
ー
タ
ー
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

消
防
事
業
40
年
の
歴
史

消防隊員のための独自の
アシスト制御システム

　消防車の小型軽量化を受け、当
社でも加納式電動アシストホース
カーの企画開発に着手しました。
　開発段階で各署に伺い、使い心
地を確認する中で、アシストが効きす
ぎてホースカーがかかとに当たらない
かという不安の声がありました。そこ
で状況に合わせて最適なアシストを
する必要があると考え、曳くだけで直
観的に操作ができる独自の『アシス
ト制御システム』を開発しました。
　様々な試行錯誤を重ねて完成し
たホースカーは扱いやすく安心して
お使いいただけると思います。

「人を中心とした」使いやすさの追求

　X-QUICKERのハンドルは左右非対称になっています。元々は左右対
称で開発を進めていましたが、車両の操作性を評価しているときにハンド
ル右側をぶつけやすいという問題を発見しました。これは人がハンドル左
側に立って操作するため、ホースカーが自然と右側に寄ってしまうためでし
た。しかし、このことから操作する人間が中央に居ないのであれば、ハンド
ルは左右対称でなくてもいいのではないかと考え、左右非対称構造とした

のです。左右非対称となっ
たことでグリップも持ちやす
くなりました。
　このように、私たちは
様々な部分で扱い易さと高
い信頼性を追及して開発し
ました。

現場隊員の声を活かした製品開発

　従来のハロゲン式投光器の後継モデ
ルとしてLED光源式投光器を企画・開
発しました。多くの消防本部を訪問し、
LED化への期待や不安などご意見を伺
いました。LED光源は白色光の印象が
強く、煙中で乱反射により視界を奪われ
そうと懸念を強く抱かれていました。屋内
進入で使用する集光モードでは、従来のハロゲン式と同等の黄色光を設
定し、空間照明として使う拡散モードでは空間照明用の白色光を採用する
など、現場で安心して使っていただけるよう心掛けました。

「扱いやすさ」こだわった作り込み

　従来モデルを使った訓練を見学した際に、結束バンドとカラビナで工夫
して防火衣に投光器を掛けられるようにしている隊員が非常に多かったの
で、X-BUSTER LEDではあらかじめカラビナフックを設定しています。任

意の角度で掛けられるように4カ所設定
しているのですが、突起が増えると扱いづ
らくなるのでグリップの軽量孔とフック機
能を兼用するなど工夫しました。
　また投光器を握る手は厚手のグローブ
をしているので、上から握る、あるいは下か
らすくうように握るどちらの場合でも手にな
じむようにグリップの形状を何通りも試作
し最適な形状・大きさを検討しました。

電動アシストホースカー X-QUICKER 信号機能付可搬式投光器 X-BUSTER LED

ヤマハモーターエンジニアリングの技術力を具現化
ブランド誕生のきっかけとなった

“X”を冠する製品たち

こだわった持ち手の部分、持ち手前方
と真ん中2カ所、後方にカラビナを掛け
られる。

「X-BUSTER LED」の集光モード（左写真・黄色LED光）と拡散モード（右写真・白色
LED光）。（写真／ヤマハモーターエンジニアリング提供）

左右非対称のハンドル部分。

お問い合わせ先 ヤマハモーターエンジニアリング株式会社　事業企画推進部 事業グループ
 TEL：0538-37-4489　URL：https://www.yec.co.jp/products/

闇を切り裂く、頼れる相棒！！「迅速」「確実」「安心」いち早く最前線へ

「X-BUSTER LED」の企画と開発
を担当した鴇田祐大さん。

X-QUICKERの開発を担当した畑島康佑
さん。軽い力で直感的に操作できると説明
する。

（
写
真
／
ヤ
マ
ハ
モ
ー
タ
ー
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
提
供
）

2020年発売2020年発売




